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　毎年、個々の資産の取得価額または前年度評価額をもとに、取
得後の経過年数に応じる価値の減少（減価）を考慮して評価額を
算出します。
　ただし、評価額は取得価額の 5％が最低限度です。

償却資産の評価額の算出方法

償却資産の税額の計算方法

①取得年月日、取得価額、耐用年数から、1品ごとに評価額を算
出します。

②課税標準の特例の適用がある場合は、適用後の額が課税標準額
です。適用のない場合は決定価格がそのまま課税標準額とな
ります。 

※同一の人でその人にかかる償却資産の平成 27年度課税標準
額が 150 万円未満の場合は、免税点により課税されません。
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平成 27年度の
税額

（100円未満切り捨て）
＝

平成 27年度の
課税標準額

（1,000 円未満切り捨て）
×

税率
（1.4％）

償却資産の評価
前年中に取得した償却資産の評価

　評価額＝取得価額×半年分の減価残存率
前年より前に取得した償却資産の評価

　評価額＝前年度評価額×1年分の減価残存率

情報ホットラインワイド版 町民の皆さんにお知らせしたい情報をドンと
拡大して掲載しています。
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2 人目 5,000 円
3 人目以降 1 人につき 3,000 円

2 人目以降の加算額

全部支給 41,020 円
一部支給 41,010 円～ 9,680 円

子どもが 1人の場合

参考：児童扶養手当の月額
　　　　（平成 26年 4月～）

※所得に応じて決定されます。
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施　設　の　休　業
施　　設　　名 休　業　期　間

町役場 12月27日㈯～1月4日㈰

浄水場（上下水道部） 12月27日㈯～1月4日㈰

保健センター 12月27日㈯～1月4日㈰

すこやかひろば 12月26日㈮～1月4日㈰
田原本青垣生涯学習センター
　公民館
　図書館
　弥生の里ホール
　唐古・鍵考古学ミュージアム

12月28日㈰～1月5日㈪

ふれあいセンター 12月28日㈰～1月6日㈫
さわやか交流センター 12月28日㈰～1月6日㈫
老人福祉センター 12月28日㈰～1月4日㈰
中央体育館
健民運動場
中央体育館庭球場
やすらぎ体育館

12月25日㈭～1月5日㈪

町民ホール 12月28日㈰～1月4日㈰
イベント広場
　コミュニティホール
　屋外ステージ

12月28日㈰～1月4日㈰

えのき広場グラウンドゴルフ場 12月30日㈫～1月1日㈭
笠縫駅前自転車駐車場   1月         1日㈭～1月3日㈯
田原本駅前自転車駐車場 年中無休

休業中の戸籍の届出は管理室（町役場西側玄関左）へ。

休業中の漏水などの連絡は☎ 32-2516 へ。

磯城休日応急診療所などの業務案内は本紙32ページ。

　次の期間は自動交付機を休止しますので、住民票・印鑑登録
証明書を発行できません。

12月29日㈪～1月3日㈯休止期間

動交付機の休止自 住民保険課
☎ 34-2087

　次の期間、犬の捕獲、犬・猫の引き取りを行いません。
動物愛護センター（宇陀市）☎ 0745-83-2631

12月19日㈮～1月4日㈰犬の捕獲

12月20日㈯～1月4日㈰犬・猫の引き取り

の捕獲、犬・猫の引き取り犬 保健センター
☎ 33-8000

年 末 年 始 の 業 務 案 内

☎0744-32-2901
町役場の代表電話番号 税など 暮らし・環境 保険・年金 健康・福祉 子育て・教育

まちづくり 催し・講座 就職・募集 選挙 お知らせ

12 月 23 日㈫天皇誕生日は、
ごみの収集を行いません
　もえるごみの収集日に当たる地域は、次の
収集日に出してください。
※ごみの持ち込みも受け付けていません。

　年末年始はし尿くみ取りの申込が集中します
ので、12 月 24 日㈬までに浄化センターへ申
し込んでください。（くみ取り量に応じた料金
が必要です）

12月28日㈰～1月6日㈫休止期間

尿くみ取りし 浄化センター
☎ 33-5727

■持ち込みごみの手数料

※ 10㎏未満は、10㎏とみなします。

種別 単位 手数料
事業系一般廃棄ごみ 10㎏ごと 130 円
一般家庭ごみ 10㎏ごと 50円

　清掃工場では、下記のとおりごみの収集と持
ち込みの受付を行います。

ご みの収集・持ち込み
環境管理課
☎ 33-5003

年末の特別収集

月・木曜日の地域 12月29日㈪
火・金曜日の地域 12月30日㈫

年末のもえるごみ特別収集日

年始の収集開始日

もえるごみ 1月        6日㈫
古新聞・紙パック 1月        7日㈬

年始の収集開始日

もえるごみ 1月        5日㈪
古新聞・紙パック 1月        9日㈮

もえるごみの収集日が月・木曜日の地域

もえるごみの収集日が火・金曜日の地域

年始のごみ収集開始日

受付時間　午後 1時～ 4時

年末年始のごみの持ち込み

12月29日㈪・30日㈫

受付時間　午前 9時～正午
1月4日㈰
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